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　目的　筆者らが提案している布の圧縮特性に関するパラメータを用いて、新合繊ポリエ

ステル織物の分類を試み、新合繊製造技術との対応を検討する。

　方法　北陸地区にある最終仕上げ会社より人手した（1991～1994）新合繊ポリエステル

織物102点を用いる。これらは全てドレスシャツ、ブラウス、ワンピース、等の婦人用薄手

布の範中にある。圧縮実験には、KES-FBシステムを用い、最大圧力を10,50,250 gf/Cffl^と

して測定した。

　結果　布の表面圧縮特性と関連する製造技術を、繊維加工タイプ、糸加工タイプ、表面

起毛タイプに大別し、圧縮パラメータb,, bp，LCとの関係を調べた。表面起毛タイプ

のb,は他に比べて小さく、初期圧縮特性が柔らかいことがわかる。b 2 , L Cは糸加工タ
イプと表面起毛タイプで小さく、通常の圧力範囲で圧縮柔らかいことを表している。

　繊維素材の圧縮特性に関連する製造技術では、異収縮混繊タイプ、極細タイプ、異形化

タイプ、クリンプ付与タイプで大別し、圧縮パラメータb,，ba，RCとの関連を調べた。

異収縮混繊タイプのbaは他に比べて小さく、圧縮堅いことを表している。極mタイプは他

に比べてRCが小さく、繊維素材の弾力回復性に劣ることが示されている。以上のように、

圧縮パラメータを用いることにより新合繊ポリエステル織物の製造技術に対応した特徴を

抽出することが出来た。
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　E目的3スーツ、ズボン、スカート等の服種では、裏地を使用するケースが多いため、これら服種

の性能評価の一環として、裏地の性質、性能を考慮する必要があるものと考えられる。本研究では、

裏地の性能評価のための基礎資料を得る目的で、キュプラ布を含む各種裏地試料の力学特性の測定

及び基本風合い値の算出を行った。

　[方法]試料として、キュプラ布３種、ポリエステル布３種、ポリエステル／キュプラ交織布２種、

レーヨン１種の計９種の裏地を用いた。９種の布それぞれにつき生機及び仕上げ反、計18種を試料

とした。各種力学特性の測定にはKES-FB測定システムを用いた。基本風合い値の算出には、布構造

の面で比較的似通っていると思われる、婦人外衣用薄手布地用の変換式(KN-20トLDY式)を用いた。

　[結果]裏地グループ及び婦人外衣用薄手布地グループそれぞれの各種特性値の分布について比較

検討を行った。分布の様子が両グループ間で比較的似通っていた項目は、力学特性では、剪断特性

(G, 2HG.2HG5)、圧縮レジリェンス(RC)、表面摩擦及びその平均偏差(M!U, MMD)、基本風合いではKIS

HIMIであった。裏地グループの平均値が薄手布地グループの平均値を上回った項目は、引張りの線

形性及びレジリェンス(LT,RT)、曲げ特性(B, 2HB)、及び、KOSHI, HARIであった。裏地グループの平

均値が薄手布地グループの平均値より下にきた項目は、引張りエネルギ(wT)、圧縮の線形性及びエ

ネルギ(LC, WC)、表面粗さ(SMD)、厚さ(T)、重さ(Vf)、及び、SHARl,FUKURAMI, SHINAYAKASAであった。

さらに、生機と仕上げ反それぞれの測定結果を比較することにより、仕上げ加工による性質の変化

が捉えられた。
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